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しています。
さあ、このリーフレットを手

て

に、まずは学
が っ

校
こ う

の図
と

書
し ょ

室
し つ

へ足
あ し

を運
は こ

んでみましょう。
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こ

年
と し

もあなたに、素
す

敵
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な本
ほ ん

との出
で

会
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いがありますように。

名
な

前
まえ

が新
あたら

しくなりました!!

～子
こ

どもたちのとっておきの一
い っ

冊
さ つ

コレクション～

線
せ ん

は、僕
ぼ く

を描
え が

く
砥上裕將 著　講談社

幼い頃に両親をなくした主人公の“僕”が、
水墨画によって生きる意味を見つけ出す、
感動の物語です。この本の作者自身も水墨
画家なので、とても美しく、いきいきとし
た表現が心に響く本です。（初島中 2 年）

君
き み

の膵
す い

臓
ぞ う

を食
た

べたい
住野よる 著　双葉社

「私も君も一日の価値は変わらないよ。」というセリ
フにすごく共感しました。この本に出会うまでは「明
日何しよう」とか「明日もまだ学校あるんか」など
と思っていたけれど、この本は「一日一日を大事に
生きよう」と改めて思わせてくれるそんな本です。

（文成中 3 年）

舟
ふ ね

を編
あ

む
三浦しをん 著　光文社文庫

「舟を編む」は辞書作りについての本です。この本を
読むと、今まで何気なく使っていた辞書に込められ
ているたくさんの人たちの願いや思いに触れること
ができて温かい気持ちになれました。この本を読む
と自分の世界が広がっていく感じがするので、お気
に入りの一冊です。（箕島中 3 年）

この恋
こ い

は世
せ

界
か い

でいちばん
美
うつく

しい雨
あ め

宇山佳佑 著　集英社
２人の心のすれ違いが分かりやすく伝わってき
て、どちらの気持ちにも共感してしまいます！“幸
せとはなにか”について考えさせられました。感
動するのでぜひ読んでください。（文成中 3 年）

私
わたし

は私
わたし

のままで
生

い

きることにした
キム・スヒョン 著　ワニブックス
自分に自信がなくなったときや、陰口を言わ
れた時にみたら、自然と自分に自信をもてる
ようになれるはずです。つらいときの対処法
や気持ちのコントロールの仕方などを教え
てくれ、1 ページ 1 ページに心がうばわれ
る本です。（保田中 2 年）

ももこのしゃべりことば
さくらももこ 著　ニッポン放送出版
この本では、ももこさんが体験したいろいろな
話が書かれていて、特に好きな話は「塾のはなし」
です。今、受験生の子なら塾に行っていると思
うので、一番身近に感じられる話だと思います。
しかも、書き方がすごく面白くてどんどん読み
たいと感じる本です。（文成中 3 年）

なんのために学
ま な

ぶのか
池上彰 著　SB新社

池上彰さんの実体験をもとに、今私たちが勉強す
る本当の意味が見えてきます。本の中の「勉強が
好きじゃなくてもいい、おもしろいことが一つあ
ればいい」という、池上さんの言葉が心に残って
います。（保田中 2 年）

スタンフォード式
し き

最
さ い

高
こ う

の睡
す い

眠
み ん

西野精治 著　サンマーク出版　
人生の 1/3 は睡眠である。その 1/3 の人生の時間の使
い方で残りの 2/3 の時間のパフォーマンスが上がる。
僕は、この本を読んで睡眠の考え方が変わりました。
今からでも睡眠を変えることで、今よりもよい暮らし
ができるかもしれません。（保田中 3 年）

イチローの流
りゅう

儀
ぎ

小西慶三 著　新潮文庫
この本には、イチロー選手の試合に対する考え
などが書かれています。野球をしている人にも
おすすめですが、他のスポーツをしている人に
もおすすめです。この本を読むと、自分への接
し方や、試合への準備の仕方がとても参考にな
ります。（文成中 2 年）

桜
さくら

のような僕
ぼ く

の恋
こ い

人
び と

宇山佳佑 著　集英社
主人公の男の人が好きな人に好きになって
もらうためにカメラマンになろうと努力し
ているのをみて、好きな人の力は偉大だな
と思いました。この本を読み終わると題名
の意味が分かり、切ない気持ちになります。

（文成中 2 年）

そらのレストラン
土城温美・深川栄洋 脚本
百瀬しのぶ ノベライズ
PARCO出版
この本の中の好きな場面は、ある男の
人が急に立ち止まって草を食べるとこ
ろです。どんどん草を食べていくとこ
ろがおもしろくてとても気に入ってい
ます。映画のほうも見てみたいです。

（箕島中 2 年）

犯
は ん

人
に ん

の
いない
殺
さ つ

人
じ ん

の夜
よ る

東野圭吾 著
光文社文庫

まず題名。「殺人なのに犯人がいない」
という矛盾した題名に心をひかれます。
次に内容。短編集になっていて、それ
ぞれの違った内容でも「犯人がいない」
という共通点があることが読み進める
楽しさを感じさせます。最後に感想。
ひとつひとつの話の後に、それぞれの
感情が湧き出て落ち着く暇もないほど
おもしろいです。（初島中 3 年）

「のび太
た

」という生
い

きかた
横山泰行 著　アスコム
誰もが知っているドラえもんの中の主人公、のび太。
何事もできずドジというイメージですが、実はとっ
てもすごい人なんです。周囲の気持ちに配慮できる
思いやりや優しさ、柔軟性。これこそ出来杉にはなく、
のび太にあるものです。僕はくじけたときいつもこ
の本を見ます。僕はのび太のような素直で優しい子
になりたいです。（箕島中 2 年）

放
ほ う

課
か

後
ご

は
ミステリー
とともに
東川篤哉 著
実業之日本社

この本は「霧ヶ峰涼」という、いかにもエア
コンと間違われそうな名前の女子高生が主人
公のミステリー小説です。ユニークな登場人
物とともにユニークな事件をといていくのが
見どころです。ミステリーに興味がなくても
ついつい見てしまう作品となっているのでぜ
ひ読んでください。（文成中 1 年）

読
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も の

中学生向け

シ
し ね ま

ネマ

エ
え っ せ い
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ラ
ら

ブ
ぶ

ス
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ミ
み す て り ー

ステリー

指
し

南
なん

書
しょ

四
よ

畳
じょう

半
は ん

タイムマシン
ブルース
森見登美彦 著
KADOKAWA

「タイムトラベル」という現実ではありえないよ
うなことが書かれているところが面白くていいな
と思う。そして登場人物の人柄が独特なところも
いい。タイムマシンで過去へ戻るだけでなく、主
人公の恋の様子も少しだけ書かれていてとても
面白い。この本を読んでいると、自分もタイムマ
シンに乗って過去に戻っているような感覚にな
る。だから、この本がお気に入りだ。（保田中3年）

弟
おとうと

の戦
せ ん

争
そ う

ロバート・
ウェストール 著
原田勝 訳
徳間書店

「わが家はぎゅっとまとまって、まるで小さ
な島みたいだ。みんな一緒で元気なら、それ
でだれもが幸せなのだ」という場面がいいな
と思いました。なぜなら、家族一つで幸せに
なるために、まずは元気が必要ということを
改めて知ったからです。（初島中 2 年）
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絵
え

本
ほ ん

ア
あ に ま る

ニマルノ
の ん ふ ぃ く

ンフィク
シ
し ょ ん

ョン

ホ
ほ ら ー

ラー
おじさんの
かさ
佐野洋子 作・絵
講談社

本
ほ ん

屋
や

さんのルビねこ
野中柊 作　松本圭以子 絵　理論社
わたしは、この本の中の「ルビ」というネコ
が新しいことに挑戦するところが好きです。

「自分は他のネコとはちがうんだ。」と思って
なかなかできなかったことを親友と共にや
りとげていくからです。この本を読んだら自
分も何かやってみたいと思えるようになりま
す。（宮原小 4 年）

あなたの声
こ え

がききたい
聴
ちょう

覚
か く

障
しょう

害
が い

の両
りょう

親
し ん

に育
そ だ

てられて
岸川悦子 文　佼成出版社
ぼくは「笑う門には福来たる」というシーンが
好きです。「どんなにつらいときも悲しいとき
も悔しいときもその心を笑顔でふきとばす」の
意味がこのお話にとてもぴったりだったからで
す。（糸我小 4 年）

本
ほ ん

当
と う

はこわい話
はなし

かくされた真
し ん

実
じ つ

、君
き み

は気
き

づける？
小林丸々 作
KADOKAWA/角川つばさ文庫
この本は「こわい話」と書いています。で
も一部の人は「なんだ、こわくないじゃん。」
と思うかもしれません。でもこの本は、意
味が分かると「わあ、こわい。」と見えて
いた世界が「ガラッ」とかわる本なのです。

（港小 4 年）

恐
きょう

怖
ふ

コレクター
巻
か ん

ノ三
さ ん

　真
ま

夜
よ

中
な か

の笑
わ ら

い声
ご え

佐東みどり・鶴田法男 作　KADOKAWA/角川つばさ文庫
三つの町に住むすき間女。家の中にすき間があるとその女
が出てきます。主人公の女の子はそれが怖くて自分の部屋
の中のすき間を全部うめますが、テープが切れてしまうと
ころが読んでいてぞっとします。みなさんの家の中にある

「すき間」にも、もしかしたらすき間女がひそんでいるかも
しれませんよ。（田鶴小 4 年）

ねこの手
て

かします
～たこやきやのまき～
内田麟太郎 作　川端理絵 絵
文研出版
わたしは、ねこの手をかすところがおも
しろいと思いました。なぜなら、手くび
からうでをぬく、すごいねこだからです。

（箕島小 2 年）

せかいいちのねこ
ヒグチユウコ 絵・文　白泉社
私がこの本の中で好きなのは、主人公の
ニャンコが自分がせかいいちのねこだと
気づくところです。この本で私は自分が
いることの大切さに気づきました。自信
がない人におすすめの本です。

（初島小 6 年）

クレオパトラ
金治直美 文　佐々木メエ 絵　Gakken
この本をみなさんに読んでもらいたいなと思った理由はクレ
オパトラがすごくきれいな心の持ち主だと分かってもらいた
いからです。自分なら自分のことで精一杯で他の人たちのこ
となんて気にかけられませんが、自分の国だけではなくちがう
国の人たちのことまで気にかけていてすごいなと思いました。

（初島小 4 年）

あしたもともだち
内田麟太郎 作　降矢なな 絵　偕成社
オオカミが木のみきでたおれているくまを助
けてかんびょうしているところがいいなと思
いました。さいごは、くまのけががなおって「あ
りがとう。」とちゃんとくまがおれいを言えた
からお気に入りです。（箕島小 3 年）

わにわにのおおけが
小風さち 文　山口マオ 絵
福音館書店
わたしは、わにわにがけがをしたところ
がすきです。どうしてかというとハサミ
でゆびをきってしまって、あわててくす
りとほうたいをまいているところがおも
しろいからです。（箕島小 1 年）

ふまんがあります
ヨシタケシンスケ 作　PHP研究所
さいごのページの女の子がパパに「だいすき
なパパがフサフサでいられますように。」と
言ったところがすきです。なぜなら、女の子
が言ったことばで、パパがうれしそうで、は
ずかしそうに真っ赤になったのでかわいい
なぁと思ったからです。（保田小 2 年）

昔
むかし

話
ばなし

法
ほ う

廷
て い

今井雅子 原作　NHK Eテレ「昔話法廷」 制作編
金の星社
この本は昔話の登場人物が法律で裁かれるお話です。読んで
いくうちに、登場人物の気持ちによりそって考えられます。結
局、最後まで判決は決まらないのですが、弁護人や検察、被
告人の発言から、自分なりに考えて自分で判決を決められる
ところがこの本のよいところです。（宮原小 6 年）

ごきげんななめのてんとうむし
エリック・カール 作
もりひさし 訳　偕成社
てんとうむしとくじらのおはなしがすきです。
りゆうは、わたしもくじらにのってみたいから
です。（田鶴小 1 年）

てとてとてとて
浜田桂子 作・絵　福音館書店
あしをひらいてあたまのうえで手をた
たいているところがおもしろいです。
てとてとてとてとてとてとてとてと、
みんなと手をつなぐところがいいなと
思いました。（宮原小 1 年）

ぼくのかえりみち
ひがしちから 作・絵　BL出版
そらくんが白い線からおちないように、そ
ろりそろりといき、最後に線がきえていて
そらくんが一歩も動かなくなったところが
ぴくっとも動かなくておもしろくて大すき
です。（港小 3 年）

しあわせの
牛
ぎゅう

乳
にゅう

佐藤慧 著
安田菜津紀 写真
ポプラ社

この本には、牛のことを第一に考える人
「中洞正」さんが出てきます。この方は牛
が大好きだからこそ、動物第一の牧場を
つくりました。本来の牧場の在り方が分
かる本です。また、現在とむかしの牛の
育て方のちがいもよく分かります。

（宮原小 5 年）

うしはどこでも
「モ～！」

エレン・スラスキー・
ワインスティーン 作
鈴木出版

イギリスのにわとりのなきごえがすきです。
「カッカ ドゥドゥルドゥー」というなきか
たをかぞくにもおしえたいです。

（港小 1 年）

こんぶの
ぶーさん
岡田よしたか 作
ブロンズ新社

わたしがいいなと思ったところは、くし
カツさんとコロッケさんとアジフライさ
んとエビフライさんとイカリングさんが、
野球のかっこうをしていたところです。
りゆうは、まんざいのあいかたぼしゅう
なのに、なぜか野球のボールとバットと
グローブをもっていたからです。

（初島小 2 年）

源
げ ん

氏
じ

物
も の

語
がたり

紫式部 作　高木卓 訳
講談社 青い鳥文庫
私は、物語に出てくる短歌が
好きです。そのときの人の生
き方、考え方がよく分かりま
す。主人公である光源氏はい
ろいろなことに苦しみ、楽し
みながらくらしていたことが
よく分かる古典です。

（糸我小 5 年）

母
か あ

さんが
どんなに
僕
ぼ く

を嫌
き ら

いでも
歌川たいじ 著
KADOKAWA/
角川つばさ文庫

この本は、親から愛されなかった少年が苦難に
負けず幸せをつかむまでの感動の実話です。読
んでいるととても悲しくなってきます。でも、
くじけずにがんばる主人公「たいじ」さんを応
援したくなります！（田鶴小 5 年） 意

い

味
み

が
分

わ

かると
鳥
と り

肌
は だ

が立
た

つ話
はなし

蔵間サキ 編・著
Gakken

意味が分かると怖くなって鳥肌が立つ話
です。私が１番おもしろいと思ったのは

「天国でも一緒？」という話です。出版社
の印刷ミスで右から読むお話を左から読
んでいくという話です。おもしろくて怖
いのでぜひ読んでみてください。

（保田小 6 年）

よだかの星
ほ し

宮沢賢治 作
講談社

みんなから嫌われていた「よだか」が
みんなに見られるきらきらかがやく
星になったところは、読んでいる自分
たちにも人として考えさせられる部
分がかくされています。かくされてい
るものをぜひ読んで探してみてくだ
さい。（箕島小 6 年）

僕
ぼ く

は上
じょう

手
ず

にしゃべれない
椎野直弥 著　ポプラ社

主人公が「きつおん」という病気だけどがんばっ
ていろんなことをのりこえていくところが好き
です。自信がなくてもがんばっている主人公を
見ると、自分もがんばろうと勇気が出ます。

（保田小 5 年）

命
いのち

をつなげ！
ドクターヘリ
岩貞るみこ 著
講談社

ドクターやナースや救急隊の人達が心の
バトンをつないで一人の患者さんを「絶
対に助ける」という強い思いで、協力し
て命を助けるところがかっこいいです。

（港小 5 年）

十
じゅう

五
ご

少
しょう

年
ね ん

漂
ひょう

流
りゅう

記
き

ジュール・ベルヌ 作　芦辺拓 編・訳　Gakken

十五人の少年たちが、せいかくもちがうけど、力を合わせて
生きのびていくところが好きになった理由です。生きようと
がんばっている気もちがとても伝わってくるところがこの本
のみりょくです。（糸我小 3 年）

おじさんが黒いかさをこわしたくない（ぬ
らしたくない）気もちでかさを守ってい
るところが好きです。理由はよっぽどそ
のかさがお気に入りだから、こわしたり
ぬらしたりしたくないという気もちが分
かるからです。お気に入りの言葉は「雨
がふったらポンポロロン、雨がふったら
ピッチャンチャン」のところです。

（保田小 3 年）

おならを
ならしたい
鈴木のりたけ 作
小学館

ぶた肉のおならはブー、ぎゅう肉はモー、
でした。おならはがっきみたいです。お
ならはかるいけどおもかったらおなら
じゃありません。おならはいろんな音が
あるってびっくりしました。（糸我小2年）

読
よ

み物
も の

小学生向け

こちらの面
め ん

は小
しょう

学
がく

生
せい

向
む

けの本
ほ ん

を集
あ つ

めています。どの絵
え

本
ほん

から
読
よ

もうかな？

実
じっ

際
さい

に
あったお話

はなし

名
めい

作
さく

や伝
でん

記
き

もあります

こわい話
はなし

が
好
す

きな人
ひと

に

動
どう

物
ぶつ

たちが
主
しゅ

人
じん

公
こう

　


